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TOSHIBA 

Leading Innovation »> 

東芝に レコータ’一 

取扱説明書 

お名 

TY-VR301 

•このたぴはにレコーダーをお買い上げいたださまして、 
まことにありびとラございました。 

♦この商品を安全に正しく使用していただくたゆに、お使 
し、になる前にこの取扱説明書をよくお読みになり十分に 
理阐して < ださい。 

>お読みになったあとは、必要なとさす<1こ取り出せるよ 
ラに大切に保管して<ださい。 

保証書付 

>保証書はこの取扱説明書の裏表紙についていますので、 
お買い上げ日、販売店をなどの記入をお確かめください。 
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ご使用前に- 準備 使いかた -こんなときは 



























を全上のご注意 

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するための安全に関する重 
要な内容を記載しています。次の内容（表示•因記号）をよく理辭してから本文をお読み 
になり、記載事項をお守0ください。 


r 表示の説明_ ] 

A ち巧と 卜"取おいを誤った場合、使用者び死こまたは重傷 （*1) を負ラことが 
_胃 a _想定されること"を示します。_ 

A ご^ゴ11"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負うことが想定される 
/«\ /± * 胃か、または物的損害 （* 3) の発生び想定されること"を示します。 


* 1:重傷とは失明やけび、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺をび残るちのおよ 
び治療に入院-長期の通院を耍するをのをさします。 

*2： 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

* 3:物的損害とは、 家屋. 家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 


[図記号の説明 


0 

禁止 


&は、禁止（してはいけないこと）をおします。 

具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。 



指示 


•は、指示する行為の強制（必ずすること）を示します。 
具体的な指示内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。 


A 警告 



運転中は使用しない 

交通事故の原因とな0ます。 


〇 乾電池を取り巧ラときは、つざのことを守る 

-指定政外の電池は使用しない 
指の•極性表の@と©を間違えて挿入しない 

.充電•加熱•分解-ショートした0、火の中に入れない 
•乾電池に表示されている「使用推裝期限」を過ぎたり、使い切った乾電池は入 
れておかない 

-種類の違ラ乾電池、新しい乾電池と古い乾電池を混ぜて使用しない 
•長時間使用しないとをは、本体から乾電池を取り出す 
.水にめらしたり、めれた手で輔れない 

発熱-液ちれ-破裂などにより、やけど-けびの原因となることびあります。 
をし、液に独れたとさは、水でよく洗い流し医師に相談してくださし、。 

器具に付着した場合は、液に直接軸れないで拭さ取ってください。 
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ベ、本機をふりまわさない 

けびや事故の原因となります。 

禁止 

^ イヤホンの音量を上げすぎない 

ちを刺激するよラな大さい音量で 
禁止長時間聞を続けると、聴力障害の 
原因となります。 

A 内部に水や異物等び入ったら 
V すぐに電池を取り出す 

指ホテのまま使用すると、発煙や故障 
の原因となります。 

お買い上げの販売店に点検をご依 
頼ください。 

A 発煙や変なにおいびするとさ 
けは、巧か 5 離し放置する 

指ホ本機び冷えたのを確認し、電池を 
取り出してください。 

そのまま使用せず、お買い上げの 
販売店に修理をご依頼ください。 

A 録音中に乾電池を取り列した 
り、ショックをあたえない 

おホ録音中に乾電池を取り外したり、 
乾電池の接触び外れると録音した 
内容は保存されません。 

A 歩行中に使用ずる場合は、外 
部の音が十分聴さ取れるまで 
おホ 音量を下げる 

交通事故の原因とな0ます。 

^分解•修理•改造はしない 

発煙や故障の原因となります。 

分解禁止修理はお買い上げの販売店にご依 
頼ください。 



r お願い 

:夕のよラな場巧には置いたり、使用しない 

•ふろ場など、水びかかったり、湿気の多い場所 
•雨、を0などび直接入0込むよラな場所 

•火のそば、暖房機器のそばなどの高温の場巧-直射曰光の当たる場巧 
. 炎天下の車内•ほこり、油煙のをい（調理場など）場所-振動の強い場所 
•腐食性ガス（亜硫酸ガス、硫化水素、塩素ガス、アンモニアなど）の発生する場所 
•極端に高温、低温、温度変化の激しい場巧 
•後ポケット内 
故障の原因となります。 


么ミ主意 


ご使用前に 
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「免責事項_ ] 

♦乂が、地震や雷などの自然災害、第三者による行為、その他の事故、お客様の 
故意または過失、誤用、その他の異常な条件下での使巧によって生じた損喜に 
関して、当社は一切の責任を負いません。 

♦本機の使用または使用不能か5生じる付随的な障喜（事業利なの損喜、事業の 
中断）に関して、当社は一切の責任を負いません。 

♦取扱説明書の記載内容を守らないことによって生じた損喜に関して、当社は一 
切の責任を負いません。 

♦当社び関与しない接続機器、ソフトウエアなどとの意図しない組み合わせによ 
る誤動作や機能停止などから生じた損害に関して、当社は一切の責任を負いま 
せん。 

♦万一、本機使用により生じた損害、逸脱利なまたは第=者か b のいかなる請ま 
についてを、当社では一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

♦故障、修理その他の理由に起因する録音の失敗や録音内容の消失による損害お 
よび逸脱利な等に関して、当社では一切その責任を負いませんので、あ5かじ 
めご了承ください。 


r 使用上のお願い_ ] 

■取巧いに関すること 

• 本機に強い衝撃を与えないで < ださい。録音中の内容び記録されないばかりで 
なく、記録済みの内容び破壊される原因となります。 

♦電池の消耗により、録音内容び消えることはありませんび、万一のために大切 
な内容は、他の機器に保存することをお勧めします。 

♦携帯電話や PHS の近くで録音するとノイズびはいることびあります。そのと 
定は、本機を離してご使用ください。 

♦本機の表示部に無理な力を加えないでください。破損の原因となります。また、 
表お部の特性上、力を加えると表示び異常となります。 

♦本磯をおびかかる所、湿気やホコ U のをい場所、油煙や遍気の当たる所、隱房 
器具のそばや直射日光の当たる堤所に置かないでください。 

♦本磯を窓の締め切った自動車内に放置しないで<ださい。車内び高温になるこ 
とびあり、変形-変色-故障の原因となったりすることびあります。 

♦殺虫剤や揮発性のちのをかけたりしないでください。また、コ‘ムやビニール製 
品などを長時間接触させないでください。変色したり、塗料びはげるなどの原 
因となります。 


4 






I がき _ I 

■お手入れに関すること 

♦本体のよごれはやわらかい巧（ガーゼ等）で軽く拭を取ってください。テイッ 
シュペーパーや硬い布は使わないでください。 

♦ベンジンやシンナー等有機洗剤、石油類は絶対に使用しないでください。本体 
表面を変質させます。 

♦油巧れ等びついたとさは、弱い中性洗剤を薄めてやわ日かい巧にしみこませた 
ちのを固く絞って使用し、その渡、温水をしみこませて固く絞った布で十分に 
拭を取って < ださい。 

ただしわずかに表面び変質する場合びありえることはあ b かじめご承知くださ 
い。 

■録音環境（推奨条件） 

♦本機は、7〜8人程度までび収容でさるル会議室での会議録音、または個人に 
よる□述録音をするのに適しています。 

♦これし^外の環境条件でご使用の場合には、外部マイク（別売）をお使いになる 
か （ マイク自体の仕様は、外部マイクのメーカーにお問い合わせください）、 
ま前に録音試験をするなどで動作確認されることをお勧めします。 

■ノイズについて 

♦録音中や再生中に本機を電打線、壁光灯、携帯電話などに近づけすざると、ノ 
イズびはいることびお0ます。 

♦録音中に本機に手などび当たったり、こすったりすると、雑音び録音されるこ 
とびあります。 

■害作権に ついて 

♦あなたび、録音したちのは、個人として楽しむことなどを除いては、营作権法上、 
権利者に無断で使用、開示、頒布または展示などをすることはで定ません。 

なお、実演や興行、展示物などの中には、個人として楽しむなどの目的であっ 
てち、録音を制限している場合びありますのでご注意ください。 


ラジオ、テレビなどへの 雲液障害に ついて 

本機は、家庭環境で使用することを目的としていますび、本磯びラジオやテレ 
ビジョン受信機に隣接して使用されると、受信障害を引を起こすことびありま 
す。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


ご使用前に 
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各部のなまス 

各部の名前に付いている数字は、説明しているページを表します。 


マイク端子 （ T ) 

の 

液晶表お部 

R の脚の@の 
の巧政0政必 
の函函 


録音ポタン 

ののの喊必 

メニユ ー / 
一時停止ポタン 

の脚ののの 
政の脚 

サーチ 

(戻る/進む） 

ポタン 

の脚ののの 
政の脚画 



ホールドスイッチ 

の 


内蔵マイク（ここで集音しまず） 

の函 


イヤホン端子（〇) 

のの風函 



ストラップ取付け巧 


スピーカー 

録音インジケーター 

@の 

再生/停止/ミ夫定 
ボタン 

の喊ののの巧政 
の喊必 

フォルダ/消去 

ボタン 

のの政函^ 


音量（か/大） 

ボタン 

のの®の電池ふた 
の 



G 付属品 



り 

IT 

ク 

イヤホン 

アルカリ乾電池 
(単4お）2本 

ソフトケース 

取扱説明書 
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-巧量時間表示 

録音でをる残量時間を表示し 
ているときに点なします。 

-録音曰付表お 

録音した曰付を表示している 
とをに点むします。 

フォルダ表示® 

録音するフォルダ 
( A / B / C / D ) を選びまず。 


-電池;美■表示の 
電池の残量を表示します。 

-日付/時刻表お® 

現在時刻や録音した曰付を表示 
します。 

-カウンター/時刻表示® 

経過時間や時刻を表示します。 


お願い表示部は正面から見てください。 

(斜めから見た場合に背景の文字が見えますが、故障ではありません。） 


メッセージの表示例 

OC r 

いしし 

録音中でず。 

d とし 

ミ肖去しまず。 

n 

し M M 

イント□再生中 
でず。 

•二:としりしし 

全てのファイル 
を消去しまず。 

Flildl PI -1 

拡聴機能 

HOi cl 

ホールド機能 


液晶表示の見かた 

^ボイス スター ト表示® 

一定レベルムソ上の音量をマイクが拾ラと 
自動的に録音を開始する機能（ボイスス 
タート）び働いているとを点打します。 
p - 録音モード表示のの 

録音する音質 （ LP / SP / HQ ) を 
選びます。 


I -操作状態表示 

録音中または再生中を表示しまず。 
♦:録音中® ►:再生中® 

I —リピート再生表示® 

U ピート再生中に表おしまず。 
^ファイルき号表示の拉 

選択^や操作中のファイルの番号 
を表のします。 


ご使用前に 
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電池の入れかた 



電池ふたをはずず 

①のち向へふたを巧しなびら、⑤のち向へずらしては 
ずします。 



2 電池を入れて、電池ふたを閉める 

.単4おアルカ I 」乾電池を2本使用します。 
.電池の+、一を確かめて正しく入れてください。 
• ふたは必ず閉めてください。 



電池を入れると 

電池を入れると、液晶表示部び点打します。 

液晶表示部び点灯しない場合は、速やかに電池を取り出し、 
正しく入れ直してくださし、。 

その後ち点灯しない場合は、電池を取り出し、点検•修理を 
依頼して<ださい。液晶表示部び点なしないまま電池を入れ 
ておくと、発熱•液漏れのおテれびあります。 


n n n 

UmUUd 

nnn 

u-uu 


r 電池を交換するとき 

■ 電地残量表示について 


電源を入れると、電池残量表示び点灯します。 

電池の消耗状態により、録音でさなくなるまでの時間び短い場合びあ0ます。 


おおよその目まとしてお使いください。 


電池の巧量 

をい 一 ► 

かない 一 ■ を換 

マー クの点打 

钢 -► 

cm 一 幻こ- 

/い 

■ 電地交換時のを 意 点 




電池残量表示（‘增:び点滅したら、必ず2本とち新しい電池と交換してください。 
電池の残量によっては操作ボタンび動作しな<なります。その場をは新しい電池と交換 
して < ださい。 

電池を交換したとさは、時刻を設定しなおしてください （10 ページ)。 


お知らせ. 録音時には電池残量表示は点滅していないのに、再生すると点滅（口）す 
ることびあります。これは録音時と毎生時の消費電力の違いによるちの 
です。電池が消耗しているので新しい電池と交換してください。 

•録音中に電池がミ肖耗ずると、自動的に電源が切れます。ただし、それまで 
録音した內容は保巧されます。たいせつな内容を録音する前には、電池残 
量をご確認ください。 

. 低温時は乾電池の性能が低下し、常温時よりわ電池寿命が短くなります。 
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共通操作について 


録音ボタン 

メニユ ー / 
一時停止ポタン 

サーチ 

(戻る/進む） 

ポタン 



再生/惇止/ 
巧定ポタン 


フオルダ/消去 
ボタン 


音量（ル/大）ポタン 


内蔵マイク 



マイク端子け） 


イヤホン端子（〇) 


[電源を入れる 


イヤホンで聞< 


[再を/厚止/巧定]ポタン 
を巧す 

液晶表示部に電池残量やフアイ 
ル番号び表示されます。 


r ~ 音量調節 

[音量]ボタン（大小）を巧す 

液晶表示部に最後に設定されて。，《 X 
いた音量び表示されます。 a ~~巧 

音量は〇〜38まで可変でさま 
す。 



r が部マイクを使ラ_ ] 

ミニフラグ付マイク （3 .已0別売）を 
上面のマイク端子に接続する 

外部マイクを接続すると、内蔵マイクは自 
動的に切れ、外部マイクの音を録音します。 
マイクの電源は本機から供給されます。 



ミニプラグ付のイヤホン （3 .已ホ）を 
上面のイヤホン端子に接続する 

イヤホンをつなぐと、 スピーカーから 音は 
出な < なります。 


S ニプラグ (3 .己 mm 0) 


イヤホン 

端子へ 


^^ A 



お知5せ 

音声はモノラルでず。 


1 


r 電源を切るときは 

[メニュー/一時停止]ボタ 

ンを巧ず 

日付-時刻だけの表示になり 
ます。 


(5 


r 電源の自動「切」機能について I 

約60秒間作動しない巧態び続< と、電源 
び自動的に切れます。 


お知6せ 

巿販のプラグインパワー対応のマイク 
を使用するとさは、下記の仕様マイク 
をご使用ください。 

マイク入力； 3.5 mm ミニジャック/モノラル 
インピーダンス： 3 kOL ソ下 
一部の機器専用マイクには使用でさな 
いちのがあ0ます。 
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時計を台わせる 

録音した日時を記録ずるためには、本機の時刻合わせをしておく必要びありまず。 
この時計は、24時間表示です。 


メニユ ー/ 

一時停止ボタン 

時刻を合わせる画面を表示させまず。 

サーチ (戻る/進む） 
ボタン 

年、月、日、時、分を戻しまず。 



TOSHIBA 


因 LP SP • Q Q 
Q HQ * 〇〇 
B 巧□阻扣化巧 

囚垣な 18.S8 ： 

’SS 邮 : 邮 S 

居普。6 益み' 

0换 

にユ ー! フ3ルタ/ 
-巧早止 巧去 

がな 

ヴーチ 

更る 坦田 

(防 例） 


か旨■ホ 

(。 な) 

、一 VOICE 曰… 一 / 


再生/停止 
ミ夹定ボタン 

年、月、日、時、分をミ夫定しまず。 

フオルタ‘/ 

消去ボタン 


r [メ ニユ ー/- 時信止]ボタンを 2 招化(上巧 

ず 福-止/ 

(5 

帕 

两 

5Er 

ブもラー度[メ ニユ ー/ 一時停止]ポタンを巧 

若ず メニュ -/ 

日付-時刻の設定画面になります。 

田 

S fif 

肌广 £ 

[再を/停止/巧定]ボタンを押ず 

一^ 年を設定する画面にな 0 ます。 B を/厚 止 

年は西暦下 2 ケタで表示します。 ^ 

炒 

M u 

胡 

< n 1 Y 

1 U し 1 1 

己’己己 


10 




































使 

い 

か 

た 


11 

















録音する 

A 、 B 、 C 、 D の4つのフオルダに、それぞれ9目件までの巧件を録音でさまず。 
録音を始めると、自動的に一香最後の部分に録音び追加されまず。 


録音ボタン^ 
メニュー / r 

一時停止 

ボタン 


TOSHIBA 


T 再生/停止 
巧定ボタン 

因 LP SP • 〇 n 
Q m » 〇〇 

曰匹 BREI 甘 r 山巧 

囚迎 5 18.88； 
’郎邮ぶ日 S 

居 S 汪® 

み蘇 

に。一/ つ 31 け/ 
一ち g 止 »ま 

〇 

ヴーチ 

巧る坦む 
(防 胸） 


1録音インジ 
ケ — 夕 — 

邑星 

か X 

仁 な) 

VQlCEeRH 


サーチ 

^ (戻る/進む) 
ボタン 


録音 

モード 

最長録音時間* 

HQ 

音質優先 
約3巨時間 

SP 

約72時間 

LP 

録音時間優先 
約144時間 


* 数値はおおよその目まで 
す。（ご使用の条件や環境、 
メモ IJ 一の残量によって 
異なります。） 


[録音を開始する 


[再を/停止/巧定]ポタンを押ず 

電源び入ります。 


呂王/序じ 

なを 



2 


録音したいフォルダと音質を選ぶ 


フォルダ |! i 3 n 

① r フォルダ/消去」ボタンをくり返し巧して、録フ强ダ/ -1曰 ™ し • 

音したいフオルダ （ A 〜 D ) を選びます。 


•録音する内容でフォルダを分けておくと便利 
です。 


皆 


巧 


ODDD 0 
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音質 

① r メニュー/一時停止」ボタンを2秒！;!上巧し 
て、設定画面 （" SET ") を表示させます。 

擅「サーチ進む J ボタンをくり返し巧して、音質 
( HQ / SP / LP ) を選びます。 

感「再生/停止/ホ定 J ボタンを巧して決定しま 
す。 


0 



再ち/厚止 



、七 P SP 

- HQ — 

巧 


SET 


3 [錶音]ポタンを巧ず 

録音び始ま0ます。（録音インジケーター点灯）最 
初の2砂間は録音の日付けと時刻を記録し、その 
後から録音び始まります。 


録音 


マイク感度^ 
ファイル番号 
録音中に， 

点打します 


凸 • 

HQ 

(n < 

U • 

田 

知 

端日日日'日 （ 


録旨 a 再缝止 

録音インジケーター 
カウンター表示 (分: 抄） 




使 

い 

か 

た 
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I 録音を一時のに停止ずる 

録音 中に、[メニュー/一時 厚 止] ボタンを巧す 

" PAUSE " び表示され、録音び一時停止します。（録音 乂一一 
イン ジケーターび 点滅） — ^ 止 

もう一度 [メニュー/ —時信止] ボタンを押すと、録 (DDl 
音び再開されます。 ^ 

. 録音を一時停止してをファイル番号は変わりません。 

凸 LP • 〇 < 

U 1 

两 

卜！ 

P 只し' 5£ 


I 録音を終了ずる 

録音中に [録音] ボタンを巧す 

(例）1つ目のファイルが1曰分 32 砂録音された表示 録 n 

を 

田 LP 广, ' 

U « 

田 

记ぷ 


1録音中のマイク感度を調節ずる 




録音中に[音量（か)]ボタンを押ず 

巧すたびに、音を拾う感度び切り換わります。 


凸 LP • 

n , 

U 1 

H :高い L :低い ，,， 吕 

田 X 


河 

.感度の設定が低すざると、 " PAUSE " が表示されます 。卜 

な） 

己己己3 

- L 

IS 


G ボイススタート録音（自動録音）機能を使ラ 


ある大ささけ上の音をマイクび拾ラと自動的に録音び始まり、音びルさくなると止まりま 
す。無音部分を作らず効率よく録音でさます。 

録音中に[音量 （大) ] ボタンを押ず 
"vox" び点灯し、自動録音機能び働きます。もラー度 
巧ずと、 "vox" び消え、自動録音機能び解除されまず。 

ご注意！ 。。 

-ボイススタート録音機能は周囲の環境（雑音やざわめ/~~^ 

さ声など）に左ちされますので、事前に動作をご確認^- ) 

ください。また、録音罵境に合わせてマイクの感度を 
切り換えてください。大切な録音をするときは、この 
機能を解除してお使いください。 


VOX 録音表示 


田叫 • 
-sSa - 

n 1 

U 1 
巧 

/|、 

( 

し 

nnn 3 

UUU ご 

IS 
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G 録音できる残量時間を表示させる 


録音中に [再を/停止/巧定] ポタンを押す 

残量時間表示は、おおよその目安です。現在の設定にを 
とづく音質で録音可能な時間です。 


再ち/厚止 



マイク 感度表示 n 
H :高い L : おい 


囚 LP ♦ 〇 < 
し, • 
. 田 

REMAIN 

-お7厕甲 

分巧 
(約已档個表示） 


お知6せ.録音中に本機に手などが当ったり、こすったりすると、雑音が録音されます。 

. 録音中に電池がはずれる（落下などで）と録音中の内容び消えてしまいま 
ずので注意してください。 


使 

い 

か 

た 
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再生する 

あ S かじめ録音してある内容を還んで聞くとさは、手順1か S 操作してくださし、。 
今録音したばかりの内客を聞くには、手順3か S 行なってください。 


メニュ ー/ 

一時停止ボタン 


サーチ(戻る/進む） 
ボタン 

音量(大/ル)ボタン 



再生/停止 
決定ボタン 

フオルダ/ 
消去ボタン 


再生を開始ずる 


[再ち/信止/ホち]ボタンを巧ず 

電源び入ります。 


呂王/序じ 

なを 



2 


[ヴーチ戻る]ポタンまたは【サーチ進む] 

ボタンを巧して、再生したい録音内容（フ 
アイル番号）を選ぶ サ 

ボタンを巧すたびに切り換わります。 

フオルダを切り換えるには、 [フオルダ/消去] ボ 
タンを巧します。 


ファイル番号 




囚 

HQ 

广 < ご 
し(し 

倒 

nn ご n 
uuCu 

m 

IU 


3 


[再を/停止/ミ夫を]ポタンを押す 

再生び始まります。 


再生蘇び点口 


曰 HC も•こ 

<1 

西 

「日日日日:日！1 


カウンター表示(分:秒） 
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[; 音量を調節する 


再生中または停止中に、[音量 （ dO ] または【音量 
(大) ] ボタンを押ず 

音量表示び変化します。 

音量の可変幅は〇〜38段階です。 


音量表术一I 


两 



日 G 日日日 


^イヤホンで聞< 


付属のイヤホンを、本体上部のイヤホン端子に接 
続ずる 

イヤホンを接続すると、スピーカーから音は出なくなり 
ます。 


お知5せ-本機は、録音した巧容をイヤホンで聞<商品でず。巧蔵スピーカーからの 
再生音はルさいですび、故障ではありません。 

• 音亩はモノラルです。 


[； 再生を止める 


再生中に、[再主/厚止/決定]ボタンを押ず 

■] つのファイルの再生が終わると、自動的に再生が停 
止しまず。 

•停止げ態のまま約60秒経過ずると、自動的に電源が 
切れます。 


再ち/厚止 



囚 

r, •, 

HQ 

し,し 

两 

〇 

nnnn 

n 1 

UUUU 

U 1 


再生を一時停止する 


再生中に、【メニュー/一時停止]ポタンを巧す 

再生び一時停止します。 

をラー度巧すと、再生び再開します。 



使 

い 

か 

た 


[早送り/早戻しする 


再生中に、【サーチ戻る]ポタンまたは【ヴーチ進 

む]ボタンを押し続ける „_^ T — tL , 

普通の再生に戻すには、巧し続けているボタンを離します。 早ちし早な D 


お知らせ早送り-早戻し中、音声は聞こえません。 
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再生する（つづき) 


録音ボタン 

メニユ ー / 

一時停止ボタン 

サーチ(戻る/進む） 
ボタン 

音量(大/ル)ボタン 



TOSHIBA 




□ LP SP • ご〇 
〇] HQ * 己) 〇 
B 巧□出の 1111 
因這 S 18.881 

■SSSS S 8 s 




再生/»止 
田百 9正 

み 皆 

>=3-/ フ a ルザ/ 
-舌巧去 

0 


T 再生/停止 
巧定ボタン 


S る 狂田 

(防 £*0) 


フォルダ/ 


呂8 

小 X 

片 了な） 


消去ボタン 



[; 録音内容（ファイル番号）をとばす（スキップする） 


再生中または停止中に、 【ヴーチ房る] ボタンまた 
は [サーチ進む] ポタンを巧す 

巧すたびにファイル番号び変わります。 


[同じファイルをくり返し聞く 


再生中に、 【フォルダ/消去] ポタンを巧ず 

再生中に [フォルダ/消去] ボタンを巧すごとに 
通常再生一 " REPEAT " 一 "REPEAT ALL " 一通常再生 

に切り替わります。 

REPEAT 

現在のファイルをリピート 

REPEAT ALL 

すべてのファイルをリピート 


リピート表示 

リピート再生中に点灯 
します。 
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[イン ト □再生（スキヤン）をする 


停止中に[再を/停止/決定]ポタンを2秒む上巧 
す 

すべての録音内容を、ファイルごとに最初の己秒間ずつ 
順に再生します。 

普通の再生に戻すには、 [再生/停止/ミ夫定] ボタンをを 
ラー度巧しまず。 

•すべてのファイルのイント□再生を終了すると、自動 
的に停止します。 


再ち/厚止 



田 〇ご 

HQ ►し•し 

田 

广广〇 n 
ごし广 I M 


[； 録音の日付-時刻を確かめる 


再生やに[録音]ポタンを巧す 

録音び行われた日付と時刻び表示されます。 




時刻- 


「日付 

凸 


•つ—' 

HQ 

► 

し•し 

巧 

R DATE 

13" 日ん I 


細 


(約己が間表示） 


使 

い 

か 

た 
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録音したファイルを保存したいとき 

お手持ちの機器に合った市販の音吉用コードを使用することで、本機の録音内 
容を、お手持ちのテープレコーダーなどに録音ずることがでさまず。音青はモ 
ノラルです。 

準備 

♦接続するとをは必ず本機と接続機器の電源を切ってください。 

♦接続機器の取扱いについては接続機器の取扱説明書をご覧ください。 



夕'{■部入力端子へ 



.イヤホン端子から録音するとさは、市販の S ニプラグコートを使用してください。 

• 保をしたい内容を本機で再生し、接続機器側で録音します。 

お知らせ-他の機器と接続するとさは、スピーカーを破損ずることのないよラに、本 
機のボリュームを最ルにしてください。 

. 本機の電池を出し入れするとさは、必ず接続機器の電源を切ってから行っ 
て < ださい。 


外部マイクを使う 


外部マイク（別売）を接続すると、内蔵マイクは自動的に切れ、外部マイクの 
音を録音します。マイクの電源は本機か6供給されます。 



市販のプラグインパワー对応のマイクを使用するとさは、下記の使用マイクをご使用<だ 
さい 

マイク入力： 3.已 mm S ニジャック/モノラル 

インピーダンス： 3 kn じ(下 

一部の機器専用マイクには使用でさないちのびあります。 
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誤動作防止のための□ックをかける（ホールド機能) 


かばんの中などでポタンに物び軸れても動作しないように、□ックをかけるこ 
とびでをます。 


上側の[ホールド]スイッチを、矢印の方 


TO .な〇〇)向に動かす 

V 031)^/ ホールド機能び働きます。 

ボタンを押してち、 " HOLd " び表示されて、 
操作びできなくなります。 

解除するのには 「ホールド」 スイツチを矢印と 
逆の方向に動かします。 


ホールドスイッチ 


凸 

n < 

HQ 

U 1 


西 

i_ini 
nu し 

d 


使 

い 

か 

た 
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消去する 

録音内容を1ファイルずつ、または A 〜 D それぞれ選巧されたフオルダ内の全 
内容を一度に消去することびでをまず。 



再生/停止 
ミ夫定ボタン 

フオルタ‘/ 

消去ボタン 

ヴーチ 

(戻る/進む)ボタン 


[ファイルを指定して消去する 


消ま前「ファイルま号1 ] ファイルま号2「ファイルき号3 I ファイル番号4「ファイルま号已 I 空き 

i ファイル番号3を消去ずる ~ : rrrrr - ^ ^^ ' ___^^— 

消まを r ファイル番号1 ] ファイル番号己「ファイル番号31ファイル蚕号4「空を 

w 降のま号が繰り上がる 


7 [ちを/停止/巧定]ボタンを押ず 

J 電源び入ります。 



囚 LP 〇 , 

U • 
两 


日日日日0 ! 


つ[ヴーチ房る]ポタンまたは【サーチ進む] 

ー ボタンを巧して、消去したい録音内容（ファ 
イル香号）を選ぶ 

ボタンを巧すたびに切り換わります。 扇^品 

フオルダを切り換えるには、[フォルダ/消去]ボ 
タンを巧します。 


ファイル番号 


田 LP 


巧 


日日日日日 
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：2 停止中に[フォルダ/消去]ボタンを 2 秒 LU 

上巧す g が章止 

液晶表示部に " dEL " び表示されます。 



因 LP 


し,， 


巧 


ぶし 


" dEL " び表示されている間（約1已秒間）に 
[再を/停止/決定]ポタンを巧ず 

選択したファイルび消去されます。 

消去したファイル J ； (降のファイル番号び自動的に 
繰0上0ます。 



r 録音されている内容をすべて消去する 

フオルタ A 〜 D それぞれ遇巧されたフオルタ巧のファイルを一度に消去しまず。 

消去前 I ファイル番号1 r ファイル番号己1ファイル番号3「 巧きスぺース 

I _ 

消去後 [ 空をスぺース 


1 [再を/停止/決定]ポタンを巧ず 

J 電源び入ります。 B を/惇止 

巧を 

(0) 

凸 LP 〇 , 

U 1 

倒 

〇〇〇〇 0 1 

9 [フォルダ/消去]ボタンを吕秒 W 上巧ず 
厶 液晶表示部に " dEL " び約5秒間表示されます。 フ 7ルダ/ 

ミ玲ち 

田 LP 〇 C 

UJI 
巧 

ぶし 

" dEL " び表示されている間にもう一度 
ゾ[フォルダ/消去]ポタンを押ず フ7ルタ/ 

液晶表示部に "dEL ALL " び表示されます。 ^ 

田 LP 广| C 

► U •( 

倒 

ぶし S しし 

A "dEL ALL " び表示されている間に[再 酸/停止 

3 を/厚止/ミ夫定]ボタンを巧す ^ 

録音されているフォルダ A 〜 D それぞれ選択され コ) 

たフォルダ内のファイルが一度に消去されまず。 
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お聴機能を使ラ 

会話などの音青を、本機を通して大さく聞くことびでさまず。 


SP • 〇〇| 

m * 00 


録音ボタン 



I 防 MS) 


gi 織 


^_ 2) 


内蔵マイク 



イヤホン端子 


イヤホンを本機に接続したが態で、[再ち/ 
厚止/決定]ボタンを押す 

電源び入ります。 


再ち/厚止 



凸 LP 

广 < 1 


U 1 


田 

nnnn 

UUUU 

n 1 

U 1 


ブイヤホンを本機に接続したが態で[録音]ポ 
厶 タンを吕秒む上巧す 

お聴機能表示び点打し、イヤホンから周囲の音び 
聞こえるよラにな0ます。 

録富 

HQ 

n ' 

U 1 

倒 


1 Hucil 

PM 1 



お聴機 

能表示 


3 J 広聴機能をやめるには、[録音]ポタンまた 
は[再ち/厚止/ミ夫定]ボタンを押ず 

拡聴機能び停止します。 


録音 


または 



お知6せ.ボタンを押す時間が短いと、録音が開始されまず 。 "Audi PH " が表示さ 
れるのを確認してから、ボタンか日指を離してください。 

. 拡聴機能使用中は録音でをません。 

. 録音中はホールド機能は働をません。 

. 夕1•部マイクを使巧すると外部マイクで集音した音を聞くことがでをます。 
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故障かな？と思ったとき 


症状 

原因 

姐置 

き! ベ- ジ 

電 

源 

関 

係 

表示部が点灯し 
ない。 

雜電池がはいっていない。 

•電池を入れる。 

8 

•電池が消耗している。 

♦電池を交換ずる。 

8 

電源の入/切が 
でさない。 

• [再生/停止/巧定]ボタンを押すと電源び入り、[メニ 
ユー/一時停止]ボタンを押すと電源が切れます。 

本機の表示部は常に点むしており、時刻表示が電源切、 
フアイル番号表示が電源入の状態です。 

9 

録 

立 

関 

お 

" FULL " 表をが 
出たとさ 

雜録音件数が日日になってい 
る。 

•録音内容を消す。 

22,23 

•メモリーに空をがない。 

•録音内容を消す。 

22,23 

録音でをない。 

•電池がはいっていない。 

•電池を入れる。 

8 

雜電池が消耗している。 

•電池を交換ずる。 

8 

雜録音時間にを浴がない。 

♦録音内容を消す。 

22,23 

再 

生 

関 

係 

再生しない。 

• ホールド機能が働いてい 
る。 

• 「ホールド」スイツチを矢 
印と反が方向にする。 

21 

雜録音内容びない。 

• ファイル番号表示を確認 
する。 

16 

スピーカーか日 
の再生音が小さ 
い。 

•本機は、スピーカーで録音を確認し、イヤホンで内容 
を聞く仕様の商品です。 

17 

スピーカーか日 
再生音び出ない。 

•音量の設定が最ルになつ 
てし1る。 

•音量を調節ずる。 

17 

•イヤホンを接続している。 

•イヤホンをはずす。 

17 

イヤホンから巧 
生音が出ない。 

•音量の設定が最ルになつ 
てし1る。 

•音量を調節ずる。 

17 

• イヤホンを接続していな 
い。 

•イヤホンを接続する。 

17 

音が割れる。 

•音量の調整が大さすぎる。 

•音量を調整ずる。 

17 

そ 

の 

他 

[メニ:!一/-時停 
止]ポタンを巧して 
ち電源が切れない 

• ホールド機能が働いてい 
る。 

• 「ホールド」スイッチを矢 
印と反対方向にする。 

21 

表示部の背景ので字 
が消える。 

雜ななめから表示部を見て 
いる。 

• 正面から表お部を見る。 

- 

時刻の設定方法がわ 
からなし、 

雜 r 時刻を合わせる J をご覧ください。 

10,11 

録音した巧容の;’肖ま 
方法がわからない。 

雜 r 消去する J をご覧ください。 

22,23 

フォルダの切換え方 
法がわか日ない。 

• r 録音する J 手順2の r フオルダ」をご覧ください。 

12 

テープレコーダーな 
どにダビングしたい。 

♦ r 録音した内容を保存したいと击」をご覧ください。 

20 


こんなとをは 
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仕様 


商品を 

にレコーダー 

お名 

TY-VR301 

憂称 

VOICE BAR 

電源 

DG3V、 アルカリ乾電池単4お吕本 

電池寿命 

(東芝アルカリ乾電池） 

録音時：約吕2時間 

再生時：約14時間（音量調整中み位置で內蔵スピーカー使用時） 

録音ち式 

デジタル録音 

記録媒体 

內蔵フラッシュメモ U1G 目 

ビットレート 

64Kbps (HQ モード） 

録音-再生帯域 

已〇〇〜3已〇 OHz 

録音時間 

HQ :約3巨時間 SP :約72時間 LP :約144時間 

最大録音件教 

A、B、C、D 各フオルダ日日件（ファイル） 

内蔵マイク□ホン 

內蔵エレクトレットコンデンサマイク□ホン（モノラル） 

列部マイク入力 

マイク （3 .已 mm 0モノラル S ニジャック） 

が部イヤホン出力 

イヤホン （3 .已 mm 0モノラル S ニジャック） 

スピーカー 

□径 28mm、 最大出力：日 OmmW 

時刻表示 

吕4時間デジタル表示 

巧用温度 

ぴ巳〜40で 

付属品 

インナーイヤおイヤホン （3 .已 mm 0ミニプラグ）1個 
アルカリ乾電池単4形2本 
ソフトケース1個 
取扱説明書1冊 


♦意匠、仕様などは改良のため予告なく変更することびあります。 

■付属の電池について 

♦付属の電池はモニター用です。寿命び仕様の表示より短いことびあります。 

■電池について 

♦電池の発熱、液ちれ、破裂などによりけびや故障の原因となります。 

-長時間 （1 力月に(上）使わないとさは電池を取り出す。 

■笛©を正しく入れる。 

•ショート、分解、加熱、充電、変形、火に入れるなどしない。 

-新しい電池と使用した電池、異種の電池を混用しない。 

•充電式電池、ニッケル乾電池は使用しない。 
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2 己ページに従って調べていただき、なお異常びあるとをは、使用を中止し、お買い上げの販売店にご連絡ください。 
•本機は国内専用です。国列での使用に巧ずるサービスは対応でさかねますので、ご了承<ださい。 

■保証期間中は . ■修理料金のしくみ . 

保記書の規定になって、眼売店び修理さはていただをまず。 

なお.修涅に際しましては、な記書をご提示ください。 

■保証期間が過ざているときは . 

保証期間経過後の慢理については、お買い上げの販売店 
にご相談ください。修理すれば使用でをる場合は、ご斋 
望によ0有料で修理させていただをます。 


憂情点検 

長年ご使用の機器の点検をぜひ！ 

\ 

このラな 
をがはちり 
ませんか。 

•煙が出る 
• 変な臭いびする 
• その他の異常や巧障びある 

故障や事巧防止のため、使用 
ご使用 を中止し、必ずお買い上げの 
中止 版売店に点検-修 S をご相談 
<ださし、。 

ノ 


修理料金は技術料-部品代などで構成されてい 
ます。 

巧術料 

故障した商品を正常に修復するた 
めの料金です。 

部品巧 

修理に使用した部品巧金でず。 


便利メモ 

お買い上げ曰 

年月日 

お買い上げ店を 

電話 ( ) 


保証と アフターサービス 

:ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関ずるご相談な5びに、お取り巧い-お手入れに関するご不明な点は 


東芝エルイートレーディングヴポートセンター 

謹 0120-28-0488 

携帯電話 ■ PHS か！ 5 のご利巧は 0570 -01-0488 (通話料有料） 

FAX 03-32 已 8-0470 (受付時間：（ち〜±)午前10時〜午を8時 

年末年始、巧:日、当れ指定夏期化業日を除く） 

• お客巧からご提供いただいた個人情報は、修理やご相談への回答、カタ□グ発送などの情報提供に利用いたします。 

•ネ IJ 用目的の範囲巧で、当該製品に関連する東をグルーフをなやお力をせにお客様の個人情報を提供する場合がありまず。 


了呆証書（一体） ] [^修用性能部品の保有期間 


>保罰書は、この取扱説明書の裏表 
おに記載されています。 

>巧罰書は、おず「お買い上げ曰- 
販売店名 J などの記入をおおかめ 
のラえ、販売店から受け取ってい 
ただを、巧容をよくお読みの後、 
大切に保管してくださし、。 

>巧証期間はお買い上げの曰か5 
1年間でず。 


♦にレコーダーの補修用性能部品の保有期間は、聲造巧ち切り後日年 
です。 

• 補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。 


〔部品について 


• 修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出びない場合は辟社に 
て引を取らせていただをます。 

• 修理の際、解社の品質基準に適合した再利用部品を使用することびあ D ます。 


修理を依頼されるとさは 


1持込修理 


こんなとをは 
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東芝に レコーダー 保証書 


形る TY-VR301 


お 

。。腑 

様 

客奪 

様巧 


電 

話 

市 W i i :: 

1 市巧；；； 1 まち；；； 1 巧 

藍本 
醫体 

1年 

★お買しげ日 

1 i 1 年1 ! 1ち r 1 1 曰から 

み 住所.店を 
版 

売 

店 電話 


ままエルイ-トレ-デ〇ブ巧なきせ商品事點 B 

fl 01-0021 ま京卸干げ田区巧神田 2-2-1 己まさ昌平巧ビル 


本書は、取扱説明書、本体貼付ラベルなどの記載の 
容にそった正しいご使用のちとで、保扭期間中に 
故障した場合に、本書記載の容にそって巧料修理 
をさせていただくことをお約まするをのです。 

保な期間中に故障び発生したとさは、本書と商品 
をご持善のラ元、お買い上げの販売店に條理をご 
化療< ださい。 

修理の際、鲜なの品費基準に適合した再利用部品 
を使用することびあ D まず。 

★印谓に記入びないとさは無効です。本書をお受 
け取 D の際は必ず記入をご確認ください。 

また本書は再発行しませんので紛失しないよラに 
大切に巧管して<ださい。 

1 . 巧な期間内でを次の場合には有料修理にな D 
ます。 

(イ）誤ったご使用や不当な修理-改造で生じ 
た巧障.損傷。 

(□) お買い上げをの落下や輸送などで生じた 
故障、損傷。 

(八）义災、天が化変（地震、風水害、落雲な 
ど）、塩害、ガス害、異常電圧で生じた 
故障、損傷。 


※この巧証書は、本書に明 
示した期間、条件のをと 
において無料 f 度理をお約 
束するちのです。したび 
ってこの保話書によって 
保証書を発行しているち 
(イ呆証責任者)、およびそ 
れ外の事業ちに対する 
お客様の法律上の権利を 
制限するをのではあ0ま 
せん。 

※イ呆証期間経週後の修理、 
補修用性能部品の保有期 
間について詳しくは取扱 
説明書をご質ください。 


(二）本書のご提示びない場合。 

(ホ）本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販 
売店名の記入のない場合、あるいは字巧 
び書さ換元5れた場合。 

(へ）一般家庭用しツ外（たとえば業務用など） 
に使用された場合の故障、損傷。 

2. 出張修理を行った場合には出張に要する実費 
を申し受けます。 

3. 修理のために取 D はずした部品は、特段のお 
申し出びない場合は醉せで引さ巧日せていた 
だをます。 

4. 本書は日本国内においてのみち効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

己.ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店に 
ご相談ください。 

6. ご贈答品などで本保お書に記入してあるお買 
い上げの版売店に修理びご巧頼でさない場合 
には、東芝家電修 S ご相談センターへご相談 
<ださい。 


修理メモ 

修理年月日 

修理内容 

坦当 

年 

月 

曰 



年 

月 

曰 




’巧扭書にご記入いただいたお客様の住所-氏るなどの個人情報は、保証期間巧のサービス活動およびその 
をの安全点検活動のために利巧さはていただ< 場合びございますので、ご了を<ださい。 

’條理のために、当社か6修理委託している保守を社などにお要なお客様の個人情報を預託する場合びござ 
いますび、個人情報保護法および当社と同様の個人情報保—ま規程を遵守さはますので、ご了承<ださい。 


ままエルイ-トレ-デに/ヴ巧巧這社 

商品事業部 

flQl 0021ま京扭千代田区巧巧田2 2巧まミ昌平巧ビル 
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